
〇平成２６年、グローバル社会を生きる大分の子どもたちが、世界に挑戦し、多様な価値観を持った人々と協働して未来を切り拓いていく上で必要な５つの資質・能力を
定義し、「大分県グローバル人材育成推進プラン 第１ステージ（平成２７～２９年度）」 を策定

〇第１ステージの成果・課題に基づき、「大分県グローバル人材育成推進プラン 第２ステージ（平成３０～令和２年度）」 を策定。続いて第３ステージ（令和３～6年度）を実施。

≪第３ステージの取組≫

大分県グローバル人材育成推進プラン２０２６（令和８～17年度）

◎ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ・ﾃﾞｲ・ｷｬﾝﾌﾟ
【概要】郷土の魅力をALTに発信
【実績】小中学生344名が参加

小中高の
系統的な
取組

◎ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾘｰﾀﾞｰ育成塾
【概要】世界の課題解決策を議論
【実績】高校生8579名が修了

◎クロスカルチャープログラム
・オンｷｬﾝﾊﾟｽ
【概要】 １泊２日（APU）留学体験
【実績】高校生60名が修了

◎ｽﾀﾝﾌｫｰﾄﾞ大学遠隔講座
【概要】 ｼﾘｺﾝﾊﾞﾚｰの起業家等と交流
【実績】高校生118名が修了

◎ｵﾝﾗｲﾝ・ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ・ﾚｯｽﾝ
【概要】 ALTと“1対1”で英会話
【実績】高校生4730名が参加

◎グローバル活動サポートシステム
【概要】 海外高校や留学生との交流
【実績】高校生79校1250名が参加

②多様な価値観の受容と協働し取組む生徒 83.7% (H29)→ 91.6% (R6)

④既習を活かし自分の言葉で伝える生徒 62.8% (H29)→ 81.8% (R6)

④課題解決に向けて自ら取り組む児童生徒 （小）77.0% (H30)→ 81.2%(R6)
（中）74.2% (H30)→ 80.3%(R6)

◎異文化理解につながる体験機会の増大
◎学びに向かう力の向上
◎与えられた課題に対し主体的協働的に取組む児童・生徒の増加

①留学や海外との仕事に興味を持つ生徒 ： 30.5% (H29)  →  37.8% (R6)
①英語で積極的にｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを図る生徒 ： 24.9% (H29) →  33.6% (R6)
③地元について外国人に説明できる生徒 ： 46.6% (H29) → 51.6% (R6)
⑤英語力 中学校（CEFR A1） 国の目標 50%  43.1% (H29)  → 60%  4４.0% (R6)

高 校(CEFR A2 ) 国の目標 50%  43.7% (H29)  → 60%  49.5.% (R6)
▼世界に挑戦する意欲の伸長 ▼国が定める生徒の英語力の目標値の達成
▼地域理解および地域課題解決に向けた主体的な取組

①英語での探究学習の推進と、英語学習への意欲喚起につながる機会の提供
海外学生・生徒等との英語による意見交流機会の拡充

①グローバル教育の日常化
学校（小中高）で行う国際交流（海外派遣支援事業、訪日教育旅行交流等）の促進

③郷土理解を基盤とする多文化共生意識の涵養
地域人材・地域教材のさらなる活用と多様な価値観を持つ人との協働体験の場面創出

⑤AIの活用を通した英語授業支援 実践的コミュニケーション場面の最大化

①挑戦意欲等を喚起する
取組の普及

⑤英語力（語学力）の
育成

step
up

step
up

① 変化に適応する力・未知のものに果敢に挑戦し、粘り強く
取り組み続ける力の育成

② 多様性を認め合い共生する社会の実現を目指すとともに、異文
化の知見を融合し、新たな価値を創出する力の育成

③ 大分県や日本の伝統や文化への理解を深め、郷土への誇り
と愛着の醸成

④ 自ら課題を発見し解決する力を育む探究的な学習の更なる
推進

⑤ 小中高等学校における英語４技能の総合的な向上とコミュ
ニケーション能力のさらなる向上

step
up

③地域理解の深化と
郷土愛の涵養

◎言語活動の充実(対話による気づき)
(小) 64.4% (H26) → 87.1% (R6)
(中) 60.7% (H26) → 87.1% (R6)

◎留学フェア開催等留学支援
【実績1】 中高生696名参加
【実績2】留学支援金を68名が活用

第３ステージの成果

【経緯】

①挑戦意欲と
責任感・使命感
①挑戦意欲と
責任感・使命感

②多様性を受け入れ
協働する力

②多様性を受け入れ
協働する力

③大分県や日本への
深い理解

③大分県や日本への
深い理解

④知識・教養に基づき
論理的に考え伝える力
④知識・教養に基づき
論理的に考え伝える力

⑤英語力（語学力）⑤英語力（語学力）

プラン２０２６ 基本方針 プラン２０２６ 重点取組

グローバル人材育成に
おける５つの総合力

実践的な
コミュニ
ケーション

第３ステージの課題


